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出所：QUICK 作成：岡三証券 11月15日現在
※2017年2Qから継続してデータが取得可能なTOPIX採用の3月期決算企業

24/3期2Qは前年同期比3.8％増収、同26.7％営業増益

3月期決算企業の決算発表が一巡した。11月15日時点で、TOPIX

採用銘柄の3月期決算企業の2Q業績は、前年同期比3.8％の増収、
同26.7％の営業増益となった。

半導体不足の解消などを追い風に、自動車関連企業が相次いで
好決算を発表した。また、東証による企業価値向上要請などをきっ
かけに株主還元策の拡充が意識される中、配当計画を前回から増
額修正した企業の割合は大幅に増加した。

一方、下期の想定為替レートを円安方向へ修正する企業も多く、
今後は円安による業績押し上げ効果は限られてくる。また、業績の
先行きを警戒するコメントも目立った。

好業績＆決算で「良い変化」が確認できた企業に注目

中間決算を通過すると、投資家の関心は次第に来期業績へと
移っていく。実績が好調であることに加え、来期も継続的な業績成
長が見込める企業へと、次第に「選別」は進んでいくと考える。

次頁より、①今期の進捗（対会社計画）が堅調で、来期の増益率予
想が高い銘柄（p.2)と、②今回の決算で「良い変化」が確認できた注
目銘柄（p.3-9）を紹介する。

個別企業の業績動向を軸にした銘柄戦略が活発化する中、今後
は主力事業に対して「良い変化」が確認できた企業や、来期への期
待が高い銘柄への関心が一段と高まろう。安定成長が期待できる
企業を選好したい。

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
決算で「良い変化」が確認できた企業をピックアップ！

TOPIX3月期決算企業の2Q業績
（単純合算ベース、前年同期比）

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月15日現在
※各年3月末時点のTOPIX採用の3月期決算企業、分割調整ベース、9月中旬時点の会社計画と比較

TOPIX採用企業における
中間決算での増配企業の割合の推移
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TOPIX
3月期決算企業 3.8% 26.7% -10.2% -16.8%
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出所：QUICK 作成：岡三証券 11月15日現在 利益は営業利益
※11月15日までに中間決算を発表した時価総額1,000億円以上の3月期決算企業のうち、①通期の会社計画、今期＆来期の通期について、5社以上に

よるQUICKコンセンサス（以下QC）見通しが公表されている ②中間決算時点の進捗率＞50% ③来期の予想増益率（QC) が15%以上の伸び率

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
①主な好業績銘柄

2

コード 銘柄名
時価総額
（億円）

中間決算時点の
利益の進捗
（会社計画、％）

PBR
（倍）

予想
配当利回り
（％）

今期予想
ROE
（％）

1820 西松建 2,075 66.1 21.9 0.92 4.69 6.58

1878 大東建 11,086 50.5 16.0 2.49 3.41 19.43

2175 SMS 2,288 56.1 21.2 5.19 0.62 17.52

4502 武田 66,697 53.0 32.7 0.92 4.52 3.69

4523 エーザイ 23,106 61.6 33.7 2.63 2.02 5.20

4543 テルモ 35,283 50.2 15.1 2.79 0.93 9.46

4568 第一三共 77,648 63.4 35.3 4.93 0.98 9.02

4661 ＯＬＣ 94,923 52.5 19.5 9.39 0.22 13.37

4887 サワイＧＨＤ 2,201 70.7 20.7 1.01 2.64 6.68

6134 ＦＵＪＩ 2,387 58.2 56.3 1.02 3.27 4.68

6258 平田機工 672 57.6 20.3 1.05 1.45 7.67

6586 マキタ 11,007 57.7 32.6 1.26 1.03 4.78

6762 ＴＤＫ 25,573 57.0 23.2 1.54 1.76 7.95

6954 ファナック 40,554 54.6 19.8 2.26 2.36 7.39

6963 ローム 11,233 56.3 31.5 1.08 1.87 6.56

6981 村田製 58,988 51.5 27.4 2.23 1.68 9.07

6996 ニチコン 1,095 55.2 17.1 0.90 2.22 9.10

7867 タカラトミー 1,939 59.4 18.3 1.96 1.67 12.90

9020 ＪＲ東日本 30,117 71.0 19.5 1.15 1.39 6.74

9142 ＪＲ九州 4,875 58.7 15.4 1.13 3.03 10.20

9616 共立メンテ 2,368 64.6 28.5 2.97 0.60 10.73

来期の増益率
（市場予想、％）
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寿スピリッツ（2222プライム）

お土産菓子で高いブランド力を有する

地域ごとの特性にマッチしたお土産、パーソナル・ギフト、自
家用などのブランド菓子を製造販売する。近年は、「高い価値
の創造」をテーマにプレミアムギフトスイーツに特化したブラン
ドポートフォリオを構築しており、手土産からイベント・ギフト、
自家用など多用途で購入できるギフトの市場創造に注力して
いる。

注目ポイント：人流増加が業績の追い風に

24/3期上期決算では、売上高が前年同期比44％増、営業利益
は同2.3倍に急拡大し、4期ぶりに過去最高を更新した。行動制

限の解除が追い風となり、インバウンド売上高（国際線ターミナ
ル売店卸売上高）は20/3期比9％増となり、新型コロナ発生前
水準を上回った。

成田空港など主要国際線ターミナルを中心としたインバウン
ド対策の強化や、東京駅エリアや大型催事出店の展開強化など
に取り組んだシュクレイの売上高が前年同期比46％増となり、
グループ成長を牽引した。

「嗜好品」に特化し、多用途で購入できる商品を展開するため、
帰省や旅行などの機会増加も業績への追い風となろう。会社
側はブランド価値の向上を図ることで、26/3期のシュクレイ売
上高を23/3期時点の207億円から350億円へと引き上げる計画
で、今後の事業成長への期待が株価を押し上げよう。

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在

出所：会社資料 作成：岡三証券

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄
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三越伊勢丹HD 全国百貨店業界平均

三越伊勢丹HD（3099 プライム） 既存店売上高の推移（前年同月比）

百貨店業界の総売上高で国内首位

2008年に三越、伊勢丹が経営統合することで誕生した共同持
株会社。伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店の3店

舗を基幹店とし、首都圏の百貨店は三越伊勢丹が、札幌、名古
屋、福岡など首都圏以外は各地の子会社が運営する。また、デ
ジタル化にも注力しており、自社アプリやクレジットカードなど
を展開する。

注目ポイント：CRM（顧客関係管理）戦略の進展

25/3期を最終年度とする中期経営計画では、「マスからパー

ソナルマーケティングへ」をキーワードに、中間層の不特定多数
である「マス」を対象にしたビジネスからの転換を進めている。
また、AI（人工知能）の活用やデータマーケティングの推進など、

デジタル化を進展させることで顧客体験を向上させる一方、コ
スト削減にも注力する。

24/3期上期決算は、前年同期比12％増収、営業利益は同2.3

倍に拡大した。旗艦店では、伊勢丹新宿本店の上期累計売上高
が過去最高を更新。地域店も、戦略の推進や外商グループの連
携を強化した結果、大都市圏を中心に既存店売上高が伸びた。

インバウンド戦略では、外国人顧客の関心度の変化に対応す
るために、2022年10月より海外外商担当を新設。海外富裕層
の接点開拓を進め、関連売上高の更なる拡大につなげる計画。

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在

出所：会社資料 作成：岡三証券 三越伊勢丹HDは10月現在、全国百貨店平均は9月現在

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄
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日東紡績（3110 プライム） スペシャルガラスとヤーン・クロスの
売上高推移（半期、16/3期＝100として指数化）

プリント配線基板向けなどで高付加価値化を推進

繊維メーカーとして創業したが、現在の主力はグラスファイ
バーで、売上高の約8割を占める（23/3期時点）。ヤーン（糸）の

製造から、ガラスクロス加工や複合材料の開発を一貫して行い、
電子部品や建築資材など幅広い分野に製品を提供する。ライフ
サイエンス事業は、体外診断用医薬品や清涼飲料水など多岐に
わたるビジネスを展開する。

注目ポイント：スペシャルガラスの成長

当社が手掛ける「スペシャルガラス」の用途が、通信・情報イン
フラから自動車分野、半導体パッケージ基板やデータセンター
向けなどに拡大している。

24/3期上期決算は、前年同期比43％減収、同15％営業減益と

なった。もっとも、断熱材、設備・建材向けに「ガラスクロス」の
販売が好調だったほか、「スペシャルガラス」の販売も第1四半
期から回復基調だ。

また、通期会社計画の一部上方修正を発表。下期は、AIサー

バー向け低誘電ガラスなどの需要好調が継続する見通しであ
るほか、半導体パッケージ基板向け需要も回復期に入るなど、
「スペシャルガラス」の成長が業績を支える見通しだ。会社側は、
高付加価値製品の生産能力増及び用途拡大に重点投資するこ
とで、更なる業績拡大を目指す。

出所：会社資料 作成：岡三証券

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在
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地域別貢献利益

眼科に特化した医薬品企業

眼科領域での高い専門性を礎に70以上の製品ポートフォリオ
を持ち、60を超える国・地域に製品を提供。世界で約5,000万
人の人々の目の健康をサポートする*。眼科医をはじめとする

アイケア専門家や眼科研究機関との連携など、幅広いパート
ナーとグローバルなネットワークを構築している。

注目ポイント：構造改革が前倒しで進む

26/3期を最終年度とする中期経営計画では、構造改革による
収益性とリージョン売上最大化の2軸で収益の最大化を目指す。

構造改革では、赤字が継続する米州事業の合理化やコストの
最適化などを進めている。

24/3期上期決算は、前年同期比13％増収、コア営業利益は同
同92％増となった。海外事業の伸長に加え、米州医薬品販売事

業の合理化が前倒しで進行したことや、継続的なコスト最適化
の取り組みが進展した。構造改革はおおむね完了し、2025年ま
でに150億円規模の収益改善効果を見込む。

また、会社側が次の成長の柱とする眼瞼下垂や近視領域での
開発パイプラインも順調に進んでいるもよう。中長期的には、
新領域での売上拡大への期待が高まろう。

出所：会社資料 作成：岡三証券
※貢献利益：各地域の売上収益からその地域の売上原価及び売上創出に関連する費用を控除したもの

※EMEAは欧州・中東・アフリカ地域を指す

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄

*（株）JMDCでの衣料用医薬品における製品ごとの延べ推計患者数及び出荷データをもとに、炎症・ア
レルギー、角膜、緑内障、白内障の疾患領域で推計した2021年度延べ貢献患者数

参天製薬（4536 プライム）

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在
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テルモ（4543 プライム）

心臓血管領域に強い大手医療機器メーカー

3つのカンパニー（心臓血管、メディカルケアソリューションズ、
血液・細胞テクノロジー）と7つの事業を展開し、心臓血管領域
が売上収益の5割超を占める。なかでも、心臓や脳のカテーテ

ル治療分野が成長のけん引役。近年は、高齢化の進展で市場
の拡大が見込まれる糖尿病領域にも注力しており、国内外企
業との連携やＡＩを活用した製品の展開を進めている。

注目ポイント：ソリューションパイプライン

24/3期上期決算は、前年同期比10％増収、同19％営業増益と

なり、ともに半期として過去最高を更新した。グローバルで強
い需要が継続する中、心臓血管と血液・細胞テクノロジーの売
上収益が2桁成長を達成し、業績を牽引した。価格政策の見直
しや、コストダウン効果も寄与した。

併せて、ソリューションパイプラインを発表。会社側は「売上収
益の伸長が成長戦略の要」とし、心不全・がん・静脈疾患を重点
領域とし、事業ポートフォリオの最適化を進展している。

今後は、血管内イメージングによるカテーテル治療の質改善
を実現する「ＤＳＳ（デュアルセンサーシステム）」や、がん局所治
療をサポートする「放射線放出ビーズ」など、重点領域における
6つのソリューションパイプラインを推進することで、持続的成
長を実現する計画だ。今後の動向が注目されよう。

出所：会社資料 作成：岡三証券

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在
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ダイキン工業（6367 プライム） 空調事業の地域別売上高の推移

売上高グローバルNo.1の空調機器メーカー

160ヵ国以上で事業展開し、世界100ヵ所以上に生産拠点を
持つ。売上高の9割強を空調事業、そのうち86％を海外で稼い
でいる（2023年8月公表時点）。米グッドマン社等の買収を通じ

て、世界最大の空調市場である米国で売上を拡大中。また、戦
略経営計画「FUSION25」では、カーボンニュートラルやデータ
の活用を進めながら、ソリューション事業を推進する。

注目ポイント：市場の変化への対応力

24/3期上期は前年同期比10％増収、同6％営業増益となり、

過去最高業績を更新した。空調事業は、各地域で需要が低迷す
る厳しい事業環境の中でも、省エネやカーボンニュートラルな
ど堅調な市場を見極めた提案営業の強化に努めることで増収
増益を確保。また、化学事業でも、半導体製造措置向け高機能
材料での拡販などで増益基調を維持した。

会社側は、欧州ヒートポンプ暖房需要の回復遅れ、米国の金
利上昇に伴う住宅投資の減少への懸念などを踏まえ、下期の
利益計画を保守的に設定しているもよう。一方で、省エネ性な
どを高めた新製品の投入で、高付加価値商品の販売拡大＆
シェアアップを目指す。

そのほか、エネルギーソリューションを切り口とした事業にも
注力する見込み。市場の変化に機動的に対応することで業績
を確保する高い経営力に対する評価は今後も続こう。

出所：会社資料 作成：岡三証券
※冷凍・冷蔵事業、フィルタ事業含む その他はオセアニア、中近東、アジア

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在
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2023年11月21日
投資情報部 株式マーケティングG 大下 莉奈

マーケット情報G 福嶋 祥歩

お客様用資料

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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（％）富士通（6702 プライム） サービスソリューションの国内受注（前年同期比）

ITサービス市場で国内シェア首位

通信・コンピューター分野に強みを持ち、スーパーコンピュー
ター「京」や「富岳」を開発。幅広い分野の企業や官公庁向けに、
ハードウェアやソフトウェア、サービスなどを組み合わせた総合
的なITソリューションを提供する。近年はIT企業からDX企業へ
の変革を進めており、2022年にはグループ会社の持ち株を縮
減する方針を示した。

注目ポイント：「Fujitsu Uvance」の動向

24/3期上期決算は、前年同期比横ばい、同56%営業減益と

なったほか、通期会社計画を下方修正した。半導体パッケージ
の需要が引き続き低調で、デバイスソリューションの回復が遅
れたことが重しとなった。

一方、主力のサービスソリューションが国内国内ビジネスを中
心に好調に水位し、事業売上高は前年同期比14％増、国内受
注は同18％増となった。なかでも、気候変動やサイバー犯罪な

ど、社会課題の解決にフォーカスしたソリューションブランド
「Fujitsu Uvance」の売上が同63％増と急拡大した点は見逃せ
ない。

会社側は、「Fujitsu Uvance」の売上高を23/3期の2,000億円
から26/3期に7,000億円へ拡大する計画だ。構造改革の動向が
引き続き注目されよう。

出所：会社資料 作成：岡三証券

3月期決算企業の24/3期上期決算まとめ
②注目銘柄

出所：QUICK 作成：岡三証券 11月17日現在
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免責事項

・本レポートは、投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成されたものであり、個々の投資家の特定の投資目的、または要望を考慮しているものではありません。
また、本レポート中の記載内容、数値、図表等は、本レポート作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本レポートに記載されたいかな
る内容も、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。
・本レポートは、岡三証券が信頼できると判断した情報源からの情報に基づいて作成されたものですが、その情報の正確性、安全性を保証するものではありません。企業
が過去の業績を訂正する等により、過去に言及した数値等を修正することがありますが、岡三証券がその責を負うものではありません。
・岡三証券及びその関係会社、役職員が、本レポートに記されている有価証券について、自己売買または委託売買取引を行う場合があります。岡三証券の大量保有報告
書の提出状況については、岡三証券のホームページ(https://www.okasan.co.jp/)をご参照ください。

地域別の開示事項
【日本】

○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。金融商品取引のご契約にあたっては、あらかじめ当該契約
の「契約締結前交付書面」（もしくは目論見書及びその補完書面）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。

＜有価証券や金銭のお預かりについて＞

株式、優先出資証券等を当社の口座へお預かりする場合は、口座管理料をいただきません。外国証券（円建て債券および国内の金融商品取引所に上場されている海外
ETFを除きます。）をお預かりする場合には、1年間に3,300円（税込み）の口座管理料をいただきます。ただし、電子交付サービスを契約している場合には、口座管理料は1

年間に2,640円（税込み）とします。なお、当社が定める条件を満たした場合は外国証券の口座管理料を無料といたします。上記以外の有価証券や金銭のお預かりについて
は料金をいただきません。証券保管振替機構を通じて他社へ株式等を口座振替する場合には、口座振替する数量に応じて、1銘柄あたり6,600円（税込み）を上限として口
座振替手続料をいただきます。
お取引にあたっては「金銭・有価証券の預託、記帳及び振替に関する契約のご説明」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。

＜株式＞
・株式（株式・ETF・J-REITなど）の売買取引には、約定代金（単価×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750円を下回った場合は最大2,750円（税込み））の
売買手数料をいただきます。ただし、株式累積投資は一律1.265％（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお
支払いいただきます。
・外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.375%（税込み）の売買手数料をいただきます。外国株式の国内店頭（仕切り）取引では、お客様の購入および売
却の単価を当社が提示します。この場合、約定代金に対し、別途の手数料および諸費用はかかりません。

※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その
時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入
対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
・REITは、運用する不動産の価格や収益力の変動、発行者である投資法人の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により価格や分配金が変動
し、損失が生じるおそれがあります。

＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。

重要な注意事項



・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。

・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、
元本や利子の支払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性
があります。ただし、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。

＜個人向け国債＞
・個人向け国債を募集により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。個人向け国債を中途換金する際は、次の計算によって算出される中途換金調整額
が、売却される額面金額に経過利子を加えた金額より差し引かれます（直前2回分の各利子（税引前）相当額×0.79685）。
・個人向け国債は、安全性の高い金融商品でありますが、発行体である日本国政府の信用状況の悪化等により、元本や利子の支払いが滞ったり、支払い不能が生じるおそれ
があります。

＜転換社債型新株予約権付社債（転換社債）＞
国内市場上場転換社債の売買取引には、約定代金に対し、最大1.10%（税込み）（手数料金額が2,750円を下回った場合は2,750円（税込み））の売買手数料をいただきます。
転換社債を募集等によりご購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。転換社債は転換もしくは新株予約権の行使対象株式の価格下落や金利変動等による
転換社債価格の下落により損失が生じるおそれがあります。また、外貨建て転換社債は、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。

＜投資信託＞
・投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85％（税込み））
保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.254％（税込み））
換金時に直接ご負担いただく費用：信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく
費用の総額は、投資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。

・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券
の価格の変動によって基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者(或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変
化等による、対象組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は、今後変更される場合があります。

＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750円を下回った場合は最大2,750円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいた
だきます。また、買付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、
かつ300万円以上の額が必要です。信用取引では、委託証拠金の約3.3倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそ
れがあります。

○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。
○2037年12月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。



岡三証券株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

一般社団法人日本暗号資産取引業協会

【日本以外の地域における本レポートの配布】

本レポートは、参照情報の提供のみを目的としており、投資勧誘を目的としたものではありません。本レポートの受領者は、自身の投資リスクを考慮し、各国の法令、規則及
びルール等の適用を受ける可能性があることに注意する必要があります。地域によっては、本レポートの配布は法律もしくは規則によって禁じられております。本レポートは、
配布や発行、使用等をすることが法律に反したり、岡三証券に何らかの登録やライセンスの取得が要求される国や地域における国民や居住者に対する配布、使用等を目的と
したものではありません。

※本レポートは、岡三証券が発行するものです。本レポートの著作権は岡三証券に帰属し、その目的いかんを問わず無断で本レポートを複写、複製、配布することを禁じます。

（2023年1月改定）
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